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拿名所図会の見所 ■歴史的建造物（現存） 令 歴史案内板 ・三大奈

亡享元絵巻の見所 ■歴史的建造物（踪） 〇堵施設
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あさひぶんざえもんUfあさ
尾張藩士•朝日文左辮門重章が、元棒4 年(1691) から享保2 年(1717) まで記した日記です。

当時の名古屋城下の棒子がおもしろおかしく書かれています。
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じゅういちゃ ごふくて

十一屋呉服店
ぇ●え9,

後の丸栄です。当初は本町通に

が、大正4年 (1q15)新たなメ

る広小絡に移転レまレた。

＂いとうぷ五
まつざ9• や いとう泊紐忙みち

後の松坂屋です。織田信長に仕えた伊藤蘭丸祐道

が清須から移り、慶長 16年(1611)に本町に開素

しまレた。

ごばんわり

碁槃割は、名古屋城下町の大きな特徴で

あ1）、東西に 11列、南北に q列のプロックを

基本としています。名古屋のまちは、戟争で

大祁介が焼失したため、戟災復興計画に

おいて、碁呈割地区は名古屋市の中心演素
かくふく

地区として道路の拡幅が行われましたが、

碁坐割の街区は現在も受Jt継がれています。

----ン；；
ぢ“じょう

慶長15年(1610)、名古屋城の躾城開始に合わせ、
じょうかまち ，．てん

清須の町が名古屋の城下町として移転レて

きました。当時の清須は、尾張最大の都市で、

大勢の住民が居住し、寺社も数多く存在して

いまレたが、そのほとんどすぺてを名古屋へ大

移劾させました。これがいわゆる「清須越」です。

|
 

名古屋城下では、主妻な祭りとして、東照宮祭・三之丸天王祭・若宮祭が行われて-

戸言］りの：のでで翌は言言〗；喜旦{t
ほんまぢごもん おたびしょ

江戸時代、本町御門から本町通を南下して末広町の御旅所
れ もの

まで行列レ、山車や風流で飾＇）尽くされた珠り物が城下の

町々から参加しまレた。レかし、榛二次世界大戦による

戦災で、東照宮の社殿とともに山車が焼失しました。

国はi父ヽ
貸本屋大惣は、多くの本をそろえたことから、

当時日本一の貸本屋と称され、江戸からも多くの人が
つぼうちレょうよう

本を保しに訪れました。また、文学者の坪内逍遥が

頻繁に通ったといわれています。

天王社の天王祭は旧暦 6月15日・ 16日に行われ、
ひ

ばれる中世以来の山車形態で、格式ある祭車が曳き

した。明治 q年(1876)、三之丸天王社は、東照宮と
せんざ

倫堂跡地に連戻レ、後に那古野神社へと改

「大•布●●」
（名行百百如吟•m匹

冒ぶ贔ii白品“
名古屋の本屋の中で最も盛素を誇り、江戸にも

Iヽ
出店レ全国に名をとどろかせまレた。

＿諏

拿五；；るふ
まつおばレょう
必湛芭蕉も訪れた名古屋城下の代表的な

書店です。

拿←五 ＿ーこうさつ
本町通と伝馬町筋が交差する地点で、高札が掲げ

られたことから、「オしの迂」と呼ばれました。碁髪割の

中心地であり、様々な街道の起点でレた。

亨境内に桜の大樹があったため桜天満宮と呼ば

れまレた。図絵の左上に、昼夜十二時に城下に
とき かね

峙刻を知らせた「時の鐘」が描かれています。

江戸時代の終わりごろに刊行された観光案内の本です。

神社仏閣、名勝、古蹟、風俗、名物・名羞などを絵入りで紹介Lたものです。
おわりだのましみず ふろく

『小治鴨之真清水』という附録も作られるなど、ペストセラーとなりま Lた。

傘るi白贔砂
びいりちゃや,,
尾州荼屋家は、京都の豪滴荼屋家の介家とレて

創設され、尾帳藩の呉服御用を独占していました。

現在の中区丸の内二丁目付近は、江戸時代には荼屋町

と呼ばれ、その名が町名となるほど擾遇されていま

した。

この絵は、ベト十ムから来た象が、江戸へ内かう

途中、名古屋城下を通行した様子を描いたものです。

後ろに描かれているのが尾州荼屋家の屋敷です。

冒
む•ちか はんこう

q代藩主宗睦が創設した尾浪藩の藩校で
ほそ、、ヘヽ’レゅう
細井平州が総裁を務めました。

II紐五
礼の辻近くには、高さ 7間（約 13m)の火の見櫓が

立てられ、火事の際には板木や半鐘を打って知ら

せていまレたロ

亨名古屋城と熟田を拮ぶために造られた本町通

の両側には、名古屋を代麦する南家が店を並べて

いました。当峙の本町通は、城下町のメイン

ストリートとして大いに脹わっておリ、その様子は

尾妖名所図会や享元絵巻にも描かれています。

・ ユ一「尾年•心J9国立心咋叫いee心傘“iぶ ※絵は”を四 エ●色しています

真年4月に祭礼が行われます。当時は、近隣の町内
だし

から山車が出され、城下町で繰り広げられた

最大の祭ヽJてした。

名古屋城は、逆三角形に細長く南北に足びる

熟田台地の北西端祁に集かれました。名古屋城の

南に大きな城下町がつくられ、城下町の中央に

近代都市名古屋の原型となる「碁皇割」の町割が

形成されまレた。主に、碁髪割を中心に町人池、

その町）に武家地、さらに外測には寺町が置かれ

ました。

きょうまち
①京町通

清須越の町名のひとつです。京銀から来た頑人が

多く移り住んでいたため、この名がつきました。
うおのたな

②魚J槙通
おわりかルょfえ

魚を売る店が多く立地していました。「尾妖名所図会」
にもその厭．わいぶリが揺かれています。

すぎのよ台
③杉J町通

戟火て焼失する前にその地にあった金剛寺に、
そび

通リ名の由来となった杉の大木が登えていました。

さくら

④桜通
さくらてん広んぐう
桜天満宮が通i)名の由来てす。天満宮境内には

峙の績がありました。

てん広ぢよう
⑥伝馬町通

清洲越の町名の一つで、伝馬や人足による運送

素務が行われていました。

ぶ 9えち
⑥袋町通

清f員の町名「袋の内」が通』）名となり袋物を扱う

漬人が多“主んでいました。

もとレ9ちょう
⑦本重町通

最初は鶏重町と呼ばれていましたが、後に 5代将
つなよレ

軍嗣吉の養女鶴般の名と重なるため、本重町と改めました。

フォン

匝匝］巨l

長"':“
は、名古屋市内の歴史に

たり、文化資産や観光スポットを知るこ

とができるスマートフォン用アプリ

(IOS/Android端末向け）です。 ＜褐
本アプリでは、テーマごとにおすすめス

ポットを巡ることができる「コース」機能、

目的のポイントまでご案内する「ナビ」機能

があります。 ,-・-
本町通についても、たくさんの

コース・スポットがあリますので、

このアプリを持って、まちの新たな i
魅力を発見してみてください！ • -

一~

薗像はイメージです．
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B なごや歴史探検

一対応 OSバージョン

iPhone i0514.0 / Androidバージョン8以降

アプリ名称なごや歴史探検
アプリ製作 なこや歴史文化活用協議会

閑発 ナカシャクリエイティブ株式会社

閃合せ ns_support@nakasha.co.JP 

■発行名古屋市歴史まちづくり柑迎空
（令和 5年8)J正新）

■監修名古屋大学名詈教授溝口常俊

■閤合せ名古屋市歴史まちづくり推進室
〒460-8508
名古屋市中区口の丸フ丁目 1番 1号

TEL.052-972-2779 FAX.052-972-4128 
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